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第5分科会司会者エンリッケ・フエンテス・キンターナ博士稿二篇　一訳一
山 崎　俊　夫
（Rep6rter　de　particlpaci6n　a豆VI王Congreso　Mundial　de　Econo磁ia，
5－9de　Septie加bre　de　1983，　Madrid－Espa煮a）
Dos　articulos　de　Organizador　de　Mesa　Redonda（No　5），　por　el
Doctor　Enrique　Fuentes　Quintana－一一一一Traducci6n－一一
Toshio　YAMASAKI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S疑mario
　　　Informaci6捻Comercial鷺spafiola（Ministerio　de　Economla　y　Hacienda），　Re－
vista　de　Eco獄omla，　N血鵬．604，diciembre　1983，　co就iene　dos　arViculos　de　Orga椴童za－
dor　de　Mesa　Redo琵da（No　5），　por　e11）octor　E聡rique　Fue巖tes　Qu蹴ana．　E蓋
primero：Los　Prob蓋e撮as　Eco嚢6m三cos。　Espa道oles　Vistos　desde　el　Sector　Exterior
（pp．5－12），　y　e至segundo：La見conom茎a　Espafiola　y　Su　Re玉aci6n　con　la　Econo狙1a
Mundlal（PP．109弓11）．　Es£a　traducci6n　se£ratan　casl　todas　las　partes　princ童pales
de　dichos　a羅bos　Ios　dos．　Aquel玉a忌es呈6n，　he　obtenido　m疑y　buena　ocasi6n　de　salu－
dar　directa　y　perso巖almente　al　Doctor憂1．　Fuentes　Ouintana　y　tambi6n　al　Pres－
idente　de至Congreso，　Doctor　V．　L．　Urquidi（Mexicano）．
第一篇　対外部門から見たイスパニヤの経済闘題
　1，1983奪9月にマドリッドで開催せられた第7圓経済学者世界会議は，その円卓会議の一つ第
5分科会をイスパニア経済の分析にあてた。イスパニアの経済悶題が上記のように登場したのは経
済学者世界会議では初めてのことであった。そしてその登場は対外部門によって提供せられた見透
しという側瀬からのイスパニアの諸問題を分析しようとして行われた。
　イスパニア経済問題への上記そのアブW一チを設定しようとした動機はいわれのないものではな
かった。第一に，その選繹テーマの設定は第7圓世界会議に付託せられた《構造変化，経済相互依
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存及び世界の発展》という一般共通討議に櫓応わしいものであった。若しイスパニアの将来性とい
う側面から内容を盛ろうと意図するならばそれは壮大な野心的テーマであって，対外部門に，イス
パニア経済の構造変化を凝視する素購しい視点となり申し分なかったのである。最近数年間におけ
るイスパニアの経済構造に記録せられた変化を明瞭に提示する資料を晃出すことは実際には難かし
く，対外部門が提供するもの以外に見当らない。60年代から今日までのわが圏対外支梯収支の構成
における変化がイスパニアの経済構造変化を忠実に描き出しているのである。その発展は世界の他
の諸国への門戸開放と一致符合する。農業生産物の輸出が支配的であった経済からの推移に反映し
ている生産構造の交替変化は，工業及び役務サービスによって媒介せられた輸．出構造へと移り，エ
ネルギーモデルの選揮がわが国発展の過程を目途したものとなった。農業及び工業生産過程の技術
的衰退。上記過程の成長が要求して来ている外国資本の必要性。そうした上言己いっさいのことがイ
スパニア経済の中で決定的に経済発展が産み出して諸変化を性格付けようとしているものであり，
わが国対外支梯収支の収入と支出，構成内容及び残高の変化を晃るならば，まがうかたなく衰現さ
れていると評頷せられる。
　他方，経済相互依存一第7回経済学者世界会議のもう一つの大きな統～テーマーの重要牲は，現
在の危機があらゆる経済に近年異現化して来ているが，イスパニアの場合には対外部門を通して雄
弁に物語られている。上記圏内的発展の世界経済との相互依存は，その重要性の意味がイスパニア
の場合における30奪代で既に問題になって問われて来たところであるが，対外部門から最近20年闘
のイスパニアの近代化体験を分析するときは，筆紙に尽せない璽要な意昧が際立って来る。イスパ
ニア経済発展過程の経路は，対外関係を経済発展へ，及び麗用の増大へと，諸制約眼界を第～級の
国民問題のカテゴリーに高めて来たし，また，通貨勘定によるわが圏支携収支の流動性を反映する
ものとなっている。上記その対外部門の限界的制約は，イスパニアの発展愚程での大きな障害の上
に構築されて来ている。事実，イスパニアの経済成長は停滞し，対外的相互依存にはしばしば絶望
的であり，この対外的相互依存関係こそ支梯収支の危機の形でわが国経済の最近の歴史に危機の深
まりの里程標を樹てている。1959，1967，1970及び1977年の支佛収支の危機が上認その限界的制約
の諸原曲を知り，かつその結果，晃透し及び酎除を施こすことの重要性を雄弁に立証している。
　従って，第7團経済学者世界会議にその内容を付託しようとする二つの約東一構造変化と経済枳
互依存一から娼発して，岡上世界会議の討議分科会のどれかがイスパニア経済の諸閥題の検討に従
事する予定が明確となり，その検討が対外部門の晃透しからなされたものとなるようにとの勧告が
あった。上記このことが国際経済学協会会長Victor　L．　Urqu三di博士にわれわれの側の決定を通告
することになった動機であった。かつ，私にとっては，同博士を第7回経済学者世界会議への参加
を仰ぎ招聰に際してのお世話を引受け，イスパニアでの厚剛罷討議のテーマとしてイスパニア経済及
びその世界経済との闘係についての分析を樹立して掲げることになった動機なのである。
2，上記のこの対外部門からのイスパニア経済に就ての凝視は，第7園経済学者世界会議における
主要テーマで義務として担当しているものであるが，公式的にはとも角，更に奥深い諸動機を持つ
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ものであった。
　上記のそうした諸動機の第～のものは，イスパニア経済学者たちの最良の伝統から培われて来た
仕事と実証に関わるものであり，彼ら経済学者たちの業績が常に対外部門からの凝視こそが特質を
理解し，脆弱性を探知検出し，経済発展へのわが国のプロセスについての調整を勧告させるもので
あることを明確に示して来たのである。上記のそのイスパニア人経済学者の長い伝統にとって，イ
スパニア経済の発展過程を停滞せしめて来た対外収支の危機は偶然から生ぜせしめられたものでも
なく，不可抗力的原由からのものでもなかった。そうではなくて，逆にイスパニア経済によって従
われた発展の筋書きからの直接的一かつ予側し得られた一結果としての構築物であった。上記のそ
うした筋書きはく園内向け》の発展という支配的な概念から派生して来ており，成長の源泉として
圏内市場の重要性を強調したものであり，保護主義の各種メカニズムを通してその支配への恩恵を
志し，従ってその結果，輸出に仕向けられる国民生産に上記のその機会と刺戦を与えることをしな
かった。上記のこうした方法で，輸入代替政策の優先性と，発展政策の第二部門としての輸出の従
属性（後延わし政策）が採られ，わが国対外支彿収支の年次周期的危機の強力な発生原函となった
のである。
　然しながら，イスパニアの場合の特殊性は，経済政策の指向がく国内向け》発展に向けられたの
ではなく，その概念を網いて防衛せられたところのものが極端な過激論に走った非実用的な形態だ
けのものであったことである。事実，〈国内向け》発展に稗益して行く筈の経済政策の四つの基本
手段は，関税，爲替桐場，輸入晶目割当靭及び工業政策であった。一わが国の経済学者たちが既に
明きらかにして来たように一上記のそうした諸手段を使爾するときには，イスパニアの政策はきわ
めて極端な情勢に置かれることになり，上託のそのことによって特殊扱いさえ受けたのである。す
なわち：
　第一，わが国の保護主義は差別的であるわけでもなく（発展の防衛的なものでしかも比較相対的
利益を伴う経済部門に具体化された若しくは外圏経済の拡大普及政策であって）合理性をもつわけ
でもなく（諸権利は実効的保護の計測にはいっさい基いておらず〉，そうではなくて一般論であり（綜
合的発展を保護するための無差別性のものであって〉，かつ，自給自足の閉鎖経済的（付加価値の
実際的保護に関しては矛ノ露に満ちたもの）なものなのである。Flores　de　Lemus教授が，　Lexisによっ
て保護主義のなかでも非合理的概念に向けて突進せしめられたその（際たるものとしての）名称を
（つけたが良いと）勧告したところのものに当たる保護主義なるものが取扱われて問題となってい
るのである。すなわち，統合的保護主義なのである。王権回復隣代の関税を支配する考え方で，
1892年の関税率に，及びその政策立案者の教義自体の中に開きらかにされており，caRovas　del
Castilloの立案した政策である。上配のこ．の保護主義の概念は1906年の関税基礎法，1922年の
Camb6関税（率）及び1960年のUnastres＿P6rez　Bricio関税（率）を通して今田に鋼っている。
　第二，爲替相場政策なるものの経済発展プロセスに沿った支配的様根がla　paridad　de　las　capaci．
dades　de　compra（PCC購買力平緬）と支梯収支残高を記録する天井爲替掘場（最高爲替根場）に
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よる建値を据えて来た。上記のこのペセタの爲替相場（交換比率〉の過鋼評価は一金本位制に関す
る委員会の意見書が任意交換比率〔変動根場制〕であるとして適確に評憾しているが，一上記意兇
書の後にも現代イスパニア経済史が圃執して記録している照つの結果的事実（効果）を産み出して
来ていた。すなわち，輸出を抑制し，かつ切り詰めて来ている。；輸入を有利ならしめて来た（優
先して第一にして来た）。；外国への民族資本の輸出に御益し恩恵を与えて来た。；及びその結果，
金（準備）と爲替の留保の赤字（la　p6rdida）を生じて，舶うるに，世界の他の国とのイスパニア
経済により一層（累進的にどんどんと）の債務を累槙させる傾向を示すに到った。；初めの二つ（輸
出を抑制し，輸入を第一に優先したこと〉の上記その爲替獺場についての特別の介入の結果は（こ
れはイスパニアの歴史の長い燭爾に支配して来た爲替相場であったが〉，明きらかにく外勘li3け〉
の発展致策に稗益して恩恵を与え，包括的保護主義に基く関税政策の役割を強化して行った。
3，対外貿易への錨目割蝿と工業政策には，＜国内向け》発展の経済政策の割込み（切崩し俘戦）
が若し可能ならばそれをより一騒熾烈に強化して来た。
　〈国内向け》経済発展のそうした極端かつ特殊概念の防衛と扶植導入は，三つの重大な結果であ
る危機を産んだに違いなく，その度重なる危機の警告が，上記その発展の概念の諸要素が構成され
たその時からイスパニア人経済学者の著作の中に含められて来ている。
　第一，商業交易によりこのような方向付けられた発展なるものの眼界。国内市場の保護（主義〉
は輸出を不均等かつ不利な地位に置く。これはその衰退を説明するものである。輸入の地位は一矛
鷹に満ちたものに見えるけれども一少なくとも短期的には輸入の必要性の増繍を刺戟誘発するの
で，上記そうした二つの力関係に従って対外収支均衡0）危機は，窮迫の時期を対外向け供給で凌ぐ
ことになり，輸入を合理化し乃至は纏製せざるを得なくする。発展はこのようにして対外貿易の翻
限抑制に対して持上がった危機的な時期段階を耐え忍んで行く。経済発展の文献がその危機を警艦
するまでもなく，イスパニアがこれまで記録して来たプロセスなのである。
　第二，市場による発展の限界。国内市場が短期的狭小規模のときはく国内向け》の発展に賭ける
国の生塵的可能性に対して余りにも狭い限界内に閉じ籠もり過ざる。Adam　Smith－AIIyn　Young
の基本原理一市場の広さは労働の生塵性を条件付け，かつ，この後者（労働の生産性）は経済発展
の割合を条件付ける一はく翻内向け》の発展には効果のないものとなる。すなわち：短期小規模市
場は生産単位体に削減的生産性と高経費で作動を許すのみであって，その歩調を比鋼した経済体と
特殊性に閉じ籠もらせる。上記その市場による発展への限界拘策雛の効果は上述の例の《懸内向
け》発展概念という基本的限界拘束性として際立って萌確なものになって来ている。イスパニアの
経済発展での上記その特殊性に関しての焦点的な闘題についてわが国の危機を強調する最も挑判的
な一経済学者が次のように云っている。すなわち：＜イスパニアの工業はその決定的な主たる成園
機能要素をその短期狭小な発達と展開の軌道の中に，つまり，イスパニア市場の狭隆さの申に持っ
ている。すなわち，イスパニアの市場は小さいので，工業経費は高くつくのである。小さいので機
械化も合理化も患来ないのである、小さいので交通運輸では殆んど利益が上がらず，高くつくので
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ある。小さいので加工完遂プロセスの工業は定着性を有しないのである。小さいので工業は悪儒用
の中で働らいているのである。》と。
　第三，a：二記のそうしたもっぱら国内的な方向にのみ仕向けられた発展過程での周期的にインフレ
要素の惟格。明らかに，《国内向け》に概念付けられた発展は，不断に価格を踊上げ，管理統制の
困難なプロセスを時の経過と共に培かい作り上げる費用構造を圃めて行く。較差的インフレの受容
は，〈園内向け〉発展プロセスから費胴増大効果を余儀なくさせられる。
　上記のそうした三つの対内的圏内市場発展過程への批判はわが園経済学者によって時の経過につ
れて繰返えされ，1950葎代の末頃には特溺な抵抗振りを示して公共側の受容れるところとなった。
上記のその10無聞がそれを以って〆めくくられようとする対外収支の難澁の危機とく対外的外国向
け》発展への醗確な好機とに，世界貿易と西欧経済の発展を支配する成長率が与えられて（上記の
この西欧経済の発展は1951葺三に始まった大きな拡大の波に乗ったものであるが），失われてはなら
ない上記のそうした好機にわが国経済政策への指針の転換を許したのである。
　しかもいわゆる1959年の安定収束計癒（Plan　de　Estabilizaci6n）ではそれら諸手段が逸失され
ることなく包含して展開せられて行った。かつ，その対内的国内向けの論理は，あらゆる経済学者
たちがその内容を判断して繰返し強調力説して来ていたとおり，経済的自由化の防衛と実践措置の
促進にあったのであり，方向付けに際してはく対外的外圏向け》発展の好機会に競合して賭けたも
のであった。そして，仮え上詑のその情勢では対内的圏内向け市場のための諸行為に賭けて張合っ
たものではないにしても，対外的外圏市場向けには，少なくとも，それら諸手段の最重要なものは
対外的開放への利益の付与を予定していたことは確かであり，交易の自由化と輸出促進のための介
入手段の複雑な綜合一体的施策から由来していた。上記のそのわが國経済政策の綜合一体的諸決定
は，1959年以来，もう一つの形態の成長を考えさせる可能性を増加せしめた。つまり，もっぱら対
内的国内向け市場に限定された形態で，その当晴までわが圏の交易及び経済政策に指向の方向付け
をして来たものであった。
　1959年から1973年までの間にイスパニア経済が記録した生産構造の大変化は上記のそうした競合
的な賭けなしには考えられないものであり，一部分的かつ限定的でまたあまりにも慎重過ぎたもの
であることは確かであるが一安定収束政策に含められた対外的外国向けの発展政策によった賭けで
あったのであるQ
　いずれの場合にしろ，明きらかに結果として来るものは対外的外圏向け部門からのイスパニア経
済問題への児積り概算が転換戦略なるものを提供したことであり，輸出部門への好機会付与に際し
て賭けのためのものとなったわけである。そして対外的外圏向け発展を展開するにあたって，上記
のこの戦略はわ力咽経済の他の世界との相互依存牲を増大し，上記その相互依存の中に発展の潮戦
促進力を求めたのであり，上記関連性についてはその一般綜合効果（価値，メリット）をSimon
Kuznetsによって実施せられた調査検討が強調して来ているところである。
　対外的外囲向け部門からイスパニア経済の諸問題を熟視することの重要性は今田では経済危機に
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一つの追加討論を持っことになる。現今の危機の前触れ（王者の紋章をつけた使者）の中には対外
支彿収支の均衡の危機自体が姿を現わしているからであり，その赤字は過去の縛代には嘗て見られ
なかった水準と継続性のものに達しているのである。上記の赤字は1974年以来，1978隼と1979年を
例外にして，わが国の対外貿易収支均衡に継続的に影響作用して来ている。上記の対外支携収支均
衡の危機は，一般綜合経済の危機に一致して過去の時代に記録せられたものに較べて若干の特殊性
を提示している。第一に，対外収支均衡の赤字は危機に特有の定着性の動因に従うものである。第
二に，対外赤字からの融資は，過去の蒔代に歩んで経験したところとは違った道程を流れて来てお
り，借金のプロセスに訴えて，以前には知られなかった規模と性質を持ったものなのであるが，然
し，その普及影響と持続性を無視できないのである。従って，改めて対外部門から晃て，イスパニ
ア経済の分析を一かつ異体的にその対外支携収支とその融資の赤字から一実施してみることはわが
国経済の現在及び将来の危機的諸悶題を知悉し，評価しかつ判断するために有利な地位に立戻るこ
とになるのである。これこそが一各種の違った動因によって一その対外的部門からイスパニア経済
の諸問題を考察する利益を評価し直す環境的情勢なのである。第三に，上記そうしたいっさいの諸
動因から第7圓経済学者世界会議へのイスパニアの参伽ま一会議の内容で一時宣に適した一イスパ
ニア人経済学者の意見では一璽要な，かつ，現隠点で蒋期柄決定的なテーマをめぐって連関付けら
れ，危機がわれわれに樹立している危急存亡の経済問題への解答を義務として是非とも提供するよ
うに，上記のそのすべてにわたって対外部門の取扱がわれわれの手に委ねられたのである。
　ところで，重要な設問を引受けて，続く次の問題は，一体どのようにして有効適確にその設問へ
の解答を作成するか，また，どのようにしてその設問に解答する複雑な作業を割当分担するかであっ
た。イスパニア経済問題についての対外部門からの凝視展望はわが国経済の成長過程とその環在に
おける危機的情勢を知悉しかつ評価するために，またその結果を評定し，その敬扱のための最良の
揮一代替策を提案勧告するために優先的重要性を当座取引勘定による対外収支均衡の分析に認める
ことになる。上記のこの当座取引勘定での対外支携収支均衡の分析を実施するためには，三つの相
異なる輪番的採澤手段で，周知のかつそれぞれ違った定義付けを伴った方法が使用せられ得た。
　◎輸出，輸入，生産要素によって受入れられた（項霞別記入の）対外部門（外副からの純所得
（収入）と移送振替高（送金高〉についての取扱慣行が積重ねられて来た大きな系譜ラインを研究
し，対外収支の残高に関する構造的焦点とでも名付けられ得るものを実現して，対外収支均衡表の
両側面を分析することが可能であった。
　◎内外のマクロ経済過程における関係を知悉する昌的で経済の生産と級引搦職間の較差（食違い｝
としての当座取引収支残高の焦点を追跡出来た。
　◎最終的に，圏民経済の節約（貯蓄〉と投蜜についての決定額に見る較差残高から結果したもの
として当座取引勘定による支彿収支の赤字について定義付けを求めることができた。
　上記のそうした，当座取引勘定による国際支擁収支均衡表の残高についての構異なる定義付けか
ら派生した輪番鐸一交替翻の学説（学会発表）は，競合して根容れることのないものではなく，そ
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れらの一っ一つが，対外部門から，一纐の経済問題に就ての相異なる兇方（凝視展望）を容易なら
しめている限りでは相互補完的に補足し合っているのである。上記のこの動機により，それら三っ
の計測アブU一チ視点で実現せられている分析の一つから出発することが必要であった。
　上記そうした計測アプローチの第一のものはその実施がJaime　Requeijo教授に委嘱せられた。
教授はイスパニアの経済発展過程における，及び現時点の危機様相（el　cr｛tico　momento　actual）
における讃座取引勘定を通しての対外支彿収支両側颪で簿記会計認入の慣行を調査研究することに
なった。上記そうした二つの段階（過去と現在）においてわが燭の経済問題の在り方を支携収支均
衡の操作進行がどのような形でどのような方法で調整せられ形成されて行くかを確認実証しかつ整
理することに努めた。
　他の二つの焦点へのアプローチ視点からの研究は（これら焦点からのアプローチでは）一般綜合
的マクロ経済的慣行からそれを晃究わめることになったが，当座敢引勘定を通しての対外支携収支
均衡赤字尻のそうした別の二つの焦点的研究はJos6　Vifials教授に委嘱せられた。
　上記それら二つの論文研究作業はイスパニアの経済間題を評価するための必要な基調とその可能
的解決に対外的考慮から派生する正確な対策樹立計薩（el　planteamiento）を提供する。
　．」二記その一般綜合的視野を他の可能的な分析を以って完遂することは，円卓討議報告者席で取扱
うには鱈っの報告論文の提出だけしか許可されていない経済学者世界会議の規制原劉によって賦課
せられた制限枠を考慮勘案し実施されなければならない課業を構成する。その他の残りの諸論文は
…澱綜合テーマについての更に専醗的かつ具体的なアスペクトに関する情報資料の形をとらなけれ
ばならない。従って，対外支携収支均衡に就ての一般綜合的分析に従事した二つの論文として充嶺
し，世界会議大会の照点の報告論文に取纏め統合して，かつ，若干の顕著なアスペクトに衡する一
然し専門的な一対外部門の情報資料作成として榔益させる懲的で，細心の注意を彿い他の二篇の補
充報告論文を選び出さなければならなかった。
　他の二つの報告論文に禽ましめて付与するテーマの選出は難かしいことにはならなかった。つま
り，工業政策でもイスパニア経済の対外債務（endeudamento）のプロゼスも岡様に，わが圏経済
学考の，及びわが国経済政策の顕著な憂慮の焦点になっていたからである。
　如何なる経済についての公共的注摂でも今日では危機の後方へ押しやられて，工業に髭響作用す
る諸問題に関して以溺その憂慮された程度からは遙かに距たったところにまで到っている。それ程
までに危機の定義を短絡的に描写するiヨ的で，経済危機＝・・　m業危機という慎等式で受取る経済学者
が少なくないとする上記の欝定は確かに当っている。上記のその現在当薦する工業危機についての
諸原困を分析した文献は多くの頁数を占め恐らく過大にすらなっている。もっとも，経済学潜や経
済政策のあらゆる論文とか分析に現われる基本的換算，公式を三つにしぼってまとめるとすれば上
詑の過大な頁数を減らすことは因難ではなさそうに思うのであるけれども。すなわち，所得と及び
危機がきっかけとなって惹起した世界貿易の落込み結果による工業生産物についての需要の衰退，
生産経費（原材料費，労務費，財務費〉の関連波及した動き及び技術革勅の扶植導入と普及である。
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上記それら三つの工業上の経済資料における変動指数（Cambios）はそれら（変動指数）を国の工
業の実際に適合せしめる調整を胴いて対応して行く筈のものである。つまり，上記のそうした変動
指数は掘対的な利益と多くの工業の経済基盤を変化交替させて来たし，また他への需要を伴わない
ままに放置して来ているのであり，その設備機構が過剰規模でコスト高となっているからなのであ
る。上詑この情勢に対処して技術革新が工業のために新規市場を開放して来た。しかもこの工業に
は多くの場合圏家的（民族国家的〉供給（及び対応〉を欠いている。上龍のそれら工業における変
動指数は社会的かつ経済的に甚だコスト高であり，経済発展の限定的かつ不確定性の翻合（率〉が
必要変動数の社会的収敏作用（シュミレーション，asimilaci6n）をより一層困難ならしめている。
上記工業を条件付けている情報資料（10s　datos）における変動指数（Cambios）によって要請せら
れた工業の急速かつ不可避的調整に直面して，経済システムは増大する硬直性を呈し，これが古い
生産構造にしがみついて固執する集団グループの利益に奉仕し，必要な修正慣行を抑制している。
経済上の決定のメカニズムは今醗では募り行く…種の動脈硬化と枯石化に悩んでおり，不可避的に
生産慣行の変動指数についての歯止めがない限り困難は増すばかりとなる。
　周知の事実である上記の総括はその様相こそが工業危機を定義付けているものであり，こうした
事実はさまざまな国々で設定せられた工業に摺異なる集約度を以って打撃を与えて来ている。イス
パニアの経済は上記のそうした諸変化に見舞われた統計のなかでも簸大の影響を蒙った経済体に
なっている。わが圏のエネルギー資源の貧闘さ，労務費（賃金増加と社会保障費に遡戟せられた）
の，及び（利子率の思い切った高騰により刺戟促進せられた）資本費嗣の幅広い高まりは連動して
企業経費の構造に波及して来ており，他方，内需と世界市場の落込み衰退は市場における工業生麗
物の出廻りを園難ならしめたのである。
　上認のそうした危機的資料から娼発して生塵の不可避的調整を容易ならしめかつ計画する工業政
策決定の問題が提起せられる。上記のこれこそが最も難かしいまた最も複雑な仕事なのである。つ
まり，工業が必要とする実定的調整敵策は如簡なる場合でも孤立した倣策ではあり得ないからであ
る。経済政策の綜合一体的決定の部分を統一的まとまりのものたらしめるために形成しなければな
らない。すなわち：インフレ較差水準を縮小せしめるような綜合的調整が第一の要件であり，問様
に実践的調整もまた労働市場に柔軟性をもたせるようなもの（労務費増大を緩粕ならしめて〉であ
り，金融市場にも影響作用するようなもの（その爺場の取引を霞由化し，公共部門の赤字によって
今摺融蜜資金需要の氾濫している状態ながらも大きな依存性をもつ私的民聞部紺への儒摺授儒の髪黛
用を削減低下せしめて）でなけれぱならない。若し上記のこのような諸条件が充足せられるならば，
工業政策は意義を獲保し，その政策を　：つの甚だ違った方向に仕向けることができる。すなわち：
懲由化による市場及び公共部門による市場と計画性であり，開放経済の諸原鋼を受容れて必要な工
業調整の採鵬を按配しかつ慰葱を与えて有利ならしめるものである。上認のこの二番欝の二者澤…
の代替案（公共部門による市場と計薩性）の方向へと諸園の大部分が傾向的に向かって来たことに
より，従ってやがて，イスパニアの工業政策がそうした傾向を示すに到ったのである。上誕のその
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工業政策の分野は二重構造性をもつものである。つまり，一方では古い以前の旧式工業の復元で，
その生産と需要のデータは経済危機によって劇的に変化せしめられ，古い以前の旧工業にその生産
物の再編構造を要求し，かつその可能的能力を工業政策が増大させることになる。他方，工業政策
は技術革新過程に影響せられて発達した新規導入活動を促進しなければならないのである。
　イスパニア経済場裏における上記この政策の繊現とそのわが圏経済の未来圏を構成するための彪
大な兇透しがその分析対象として報告論文の至上命令になっているが，この労作はOscar　Fanjul
教授とFernando　Maraval1氏に委嘱せられた。上記のその報告論文は，対外支挑収支の晃透しから
工業政策の義務と限界を凝視しようとするものであるが，次の三つの基本問題に当面することにな
る。すなわち：
　＠開放経済の維持から呂溌して工業政策に経済理論を宿さしめる諸条件と基盤が確認検証せられ
る。そうしたことが報告論文に載ぽった第一点である。
　◎イスパニアの商業交易（貿易〉’収支の現況を生ぜしめている対外支携収支に改善を確保するた
めの必要不可欠な基礎となるような工業の競合における改善策及び工業生産物が上記その現況の申
に持つ圧迫。こうしたことが報告論文を仕向ける第二点の意閣を構成している。
　◎技術的に進歩した工業を促進するための工業及び貿易の戦略に関する分析が報告論文に考慮せ
られたテ～マの第三番隠を構成する。
　上配の三つの点の研究を以ってするならば，報告論文の執筆者たちは鯛きらかに介入政策を防衛
しており，福祉条件におけるその費用を最小限に節減しようと努めている。他方，＜海外向け》発
展の手段を必ずしも提案勧告しているとは限らず，世界貿易の現今の諸特徴と工業技術革薪の普及
が存在する以上，上配のそうした外向けの発展はイスパニア経済発展のために育利とならない場合
もあり得るのである。
　対外借款プロセスはあらゆる諸国で経済危機の後に対外部門の一大主役の地位に上ぼって来た。
上記のその対外債務の借入手続過程だけがひとりもっぱら，エネルギー危機から容赦なく派生して
来た（是が非でも取らねばならぬ脱娼への道としての）経済発展に関する対外収支均衡危機の最も
直接的（即後の）結果を繰延べして先に押しやることを許して来た。石油産出国の対外収支超過黒
字分の匡際金融体制における据置留保は，上記この後者（圏際金融システム）にエネルギー価格の
高騰累増に起困する対外支携収支の危機に融資資金の再循環操作を派手に実現することを許して来
た。このようにして未曽有の（その成長の急速牲により，その金額量により，及び授儒の保障の貧
弱さにより）対外借款が拡大した。斯くて，人呼んで対外債務時代と称して来たところのものが輝
やかしくもまた楽観的な出発で始まり，そこではいっさいが資金再徳環のおかげで解決されて行く
ものと思われた。すなわち：非産油国諸圏は輸入を継続し，工業諸臨1は（その対外支沸収支問題を
解決するために）輸出を継続し，かつ国際金融業界（及び産油諸国）は，その貸付けを，破産の危
険などを廻避して独立（被支配濁でない非罰盟の）諸圏に与えて豊富な利益を獲保し得るに違いな
い。1982黛に世界的に勃発した国際金融危機は上記のこの債務手続過程の危険を一時を稼ぎかつ調
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整を緩相するために一，及び資金の再循環分を融資に向けて行く生産調整の繰延べ（遷延〉がどの
ように対外債務危機の甚大な危険情勢に導いて行く可能性をもつか一つまり，若し土翻のそうした
調整が実施されることなく若しくは遅れてしまうならばと仮定して一を遅れ走せながら体験した
が，上記のこれ（国際金融危機）はもはや，過去の嬉代の対外支携収支均衡の古い以前の危機では
なく，数年間に集積せられた対外支携収支均衡の危機なのであり，かつその手続は，蒔の経過（流
れ）の中に甚だ高められたかつ継続して続いた費胴を伴っての，大きな比例的割合での経済調整の
実施を賦課しているのである。イスパニアの経済は，上記この季続過程がどの程度まで参画して来
たものなのか。またわが国債務の期待は那辺にあったか。イスパニアの対外債務は危機に突入して
来たか，若しくは近い将来突入して行くことになるのか。われわれはわが国の対外債務を完全に支
梯うことができるだろうか。上記のそうした諸疑問には，その現況及び重要性を討議できる人は少
ないが，それらはGuillemlo　de　la　Dehesaの手に渡って，経済学者世界会議の第四番穣の報告でそ
れら諸点に解答に努めることになった。
　私がその動機について披露に努めて来た上記そうした四つの報告論文には，経済学者世界会議の
組織部からの命令によって，異体的アスペクトに言及されていなければならない筈の包揺綜合的情
報資料が付加せられた。
　上認そうした情報資料のなかの三つの討論として輸出を取り上げたことは葡異に値し得ないa上
記それら情報報告資料の第一番閣のものがFUrgen　DORges教授に委嘱せられたが，これは60年代
の10年聞に輸出へのわが国の瀾発助成政策が展開した海外向け開放の慎重な手続について実際効果
に関する簸も完金な諸研究の一一つを実現して来たものである。上認の情報分析報告資料の娼発点は
イスパニア輸出貿易の現状と経済発展の隆路を圓避する麟的でその現状を克服するための必要姓で
あった。上記その出発点から，わが国輸出貿易を条件付けるもの（世界貿易の落込ち衰退，保護貿
易主義）の海外オリジンの重要諸困子が存在するその位置付けを与えながら，世界の他の麟へのわ
が鼠からの発送晶に符金しかつ限定材料となる團内発送源産地の諸困子を検讃しようと努めたもの
と慰われる。
　情報分析報告資料の第二番黛は，輸出について言及するものでAngei　Torresに委嘱せられてい
るが，この報告潜は経済調査なるものが次第に注意を喚起している当該関係部門で作業をして来た
人である。すなわち：関税保護の水準と輸出の鰐能姓との閾1こ存在する関係関連部門である。イス
パニアの輸出の上に関税はどのような割合で符合しているであろうかということが上籠その情報資
料分析報告でそれに解答を与えようと努める決定的な設周なのである。輸出のテーマに闘する情報
分析報告資料の第三番醸のものはイスパニアの輸幽の月々の動きが従がういっさいのものがそれと
綴会わして来た問題に向かって相対縛するのである。輸繊が月々移動してさまよう動きは数繕の級
数の妥轟な連続数列を実現する露的で（折線グラフで示されるがこれは）新資料を提起している。
上記のこの意國を以って，Agustin　PtGaraval｝1・a－一一つの解答一その情報分析報告資料に含めた一を作
成したのであるが，これは輸出に就ての数鯛級数の月々の資料に関して上記その解析聞題を処理し
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ようと努めている。
　Alfonso　y　Ram6n　Carbajoによって経済学者世界会議に提出せられた情報分析報告資料はわが国
の交易における工業相互間の交易取引の重要性を文書・資料で解説しようと努めているが，薪古典
派の伝統によって提供せられた展望にもまして更に違ったかつ効果的で実のり豊かな未来図の展望
により，楽観的視点から上記わが国の交易を位置付け評価している。イスパニアの対外貿易の場合
への上記その適用は，工業部門相互閲の特殊経路を経て実現せられた商業流通の特殊化に就て一っ
の視点を齎らすものであり，可能的経済統合若しくは交易取引のより一層の自由化についての容認
がなされて，後に続くその後の貿易自由化は外力からの損傷の少ない低費用のものとなり得るので
ある。
　1959鐸に鮒始発足以来の対外貿易の進行は外人投資の実質的増大を記録して来ているが，その行
状は，対外部門からも，また鼠内的発展プロセスへの関係関連及び導入投資のいずれからの凝視展
望でも分析の対象となる筈のものであった。上記この二つの設問点があって経済学者世界会議に提
出せられた二つの情報資料分析報告に対する討議がなされた。上記それら二つの情報資料分析報告
の第一のものはEspi教授により実施せられたが，イスパニアへの外人直接投資の，及びその現存
のかつ変動法制から，現存諸資料から及びそのテーマに関する実施せられた数多くの調査検討から
繊発して対外支携収支均衡へのその多くの導入についての収支表（balaltce）を含めている。　Jean－
Marie　Viaene教授によって送付せられた第二番羅の情報資料分析報告は，一般均衡モデルを通し
てイスパニアにおける外人直接投資についての費用と利益を分析している。
　1974－1982年の蒔期期間におけるペセタの交換比率を支配して来た大きな変動の波は，その経済
上の解繹についての重要な挑戦を提起しているが，対外部門の及びその国内経済活動行為に関する
影響についてのいずれの観察にも省くことの許されない不可欠なものである。Juan　J蕊e　Dolado　y
Julio　Duranによって提出せられた情報資料分析報告は通貨モデルの作成を通じて，上記のそのペ
セタ交換率の動きについての解析的解答を提供しようと努める。〔以下省略）
第二篤　イスパニア経済とその世界経済との関係（抄訳）
　第一，イスパニア経済は当座取引勘定による対外支梯収支の赤字でもどうにか1961－74年の期間
に年間7％の平均的リズムで成長して来たが，1975－82年の経過期閥にはその当座取引勘定による
対外支彿収支の赤字を相対的比率で3倍に見たときの半分で僅か1．5％の成長を遂げて来たに過ぎ
なかった。実際には上認のその低成長は次の三つの重要貸方項際を集積して獲得せられて来たもの
であった。すなわち対外債務の増大で現在では290億ドルを前後し，対外留保の赤字及び爲替格場
の下落である。一臼瞭然で，上記のそうした資料はイスパニアの社会がその可能量を起えて生活し
ている。生産の蚤よりも多くを消費しているのである。上記のいっさいのことが，国内的経済発展
と雇用水準で，過去において常に将来のその発展を作って来た集約性よりも更に大きな集約度を
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以って，現時点において条件付けしている所得の計算により，対外支携収支均衡の流動化が要約す
る諸醐題に醤及することなしには，今凹，世界経済とイスパニア経済との諸関係を語ることを不可
能ならしめているのである。
　第2，円卓討議に参加介入したすべての報告者と情報資料分析報密者にとって，上配のこの原動
力の喪失と対外部門の増大する脆弱性の根拠は，第一に，外的な理磁なのである。実施せられた分
析は，イスパニアのような中規模の経済にとって，世界の他の国のダイナミックな発展が持ってい
る重要性と，危機の結果である世界的な発展と交易の割合の落込みからの重要な結果を立証してい
る。上記のこの動機によって，世界経済の率先的恢復とその望ましい安定性が対外部門の改善向上
のための基本的条件付けを構成するのである。
　対外支梯収支均衡恢復からの第二の条件付けは，工業諸国の増大する保護主義からの隷1二がそれ
を構成するが，これら諸工業國の保護主義は成長の低水準と高度の失業率によって培われており，
世界貿易と世界経済の恢復の第～級的な制止要因となってしまっている。
　第3，イスパニアの対外部門の諸問題は，た§に危機に纏わる世界的な不溌とインフレにその起
源を有するのみならず，また，国内的な生産の脆弱性を顕著な形で代弁している。評判の悪いイス
パニア経済の対外的依存従属性は，特に三つの収支均衡祝に明きらかにマイナスの形で表明されて
いるが，その重要性と顕著な役霧llに就てPrOfesor　RequeijOにより提出せられた報告論文が次のよ
うに強調していゆ。すなわち：農業，エネルギー及び技術上の不均衡。これらは生産財資源の不適
当な割当配分に対応したものになっている。と。上記のこのイスパニアの生産と生慶諸要素の悪方
向付けは経済政策によっては修正せられることなく，その政策的介入は長期の発展段階の閥中（1961
－ 74年）生産物面の供給に恩恵を与え，しかもその供給は圏内需要に適合調整せられることなく，
かっ，この供給がそれら上記の当座勘定取引による対外支梯収支の三つの重要な不均衡の源となっ
たのである。つまり，農業上のXネルギーの及び技術の支挑収支の上での不均衡である。危機によっ
て生ぜしめられた経済資料の根本的変化，貿易，生産諸要素の比較獺対的繊格，技術革新及び需要
の水準と構成における修正変化の真の関係における落込み衰退は経済と上記三つの大きな対外的不
均衡の規模に関する上記それら生産的不調鵜を更にいっそう強調して来たし，加うるに次の∴つの
追加的な貸方項際を合体させることになったeすなわち：実質労務費の急速な増大による数多の生
産諸部門におけるその比較姻対的利益の喪失及び輸入に融資するための対外債務の助力を借りる必
要性である。上記のこのようにしてイスパニアの経済は今L］一世界経済とのその関係に視点を置い
て一その生産経費の較差的増大により，平均的中位の工業圏で劇減した競争力をもつ国の様枳に
なっている。そしてこのことで次の四つの不均衡に具体化せられる恒久的かつ漸増的対外脆弱性に
悩むことになる。すなわち：農業上の収支，エネルギーの収支，技術上の収支及び財務金融的収支
が環わす困つの不均衡である。（そしてこの最後の財務金融的資金の収支規が結渠的に対外債務に
ついての漸増する役務サービスをひっくるめてまとめたものになっている。）
　イスパニアの経済危機についての薪資料への調整は不可避的必要性を構成しており，若しも経済
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政策によって畢隅に手を打ち計画が樹てられるのでなければ，その経済危機の資料が示す打撃とそ
の恒久的な諸費嗣の高騰を以って，遂にはいや応なしに対外支佛収支均衡の逼迫に追い込むことに
なるだろう。上配のその調整予兇的政策は次の5種類の方法路線を案出しなければならないであろ
う。すなわち：実質労務費及び財務金融的融資費用の増大を含めること（これらは不適当な金融融
資構造と不可避的公共性赤字によって条件付けられているため）；わが国の農業生産物供給の多様
化的改変とその儒要への適合化；わが圏の対外エネルギー依存従属度の肖幟；教育，研究調査分野
に～斉に働らく政策を媒介にしてかつ技術革新の採澤導入を刺戟促進しながら工業の建直しをおこ
ない技術的な隔たりの溝を埋めること。
　第4，国民所得の計算によるわが園対外支梯収支均衡に関する諸問題の重大危機性は他の違った
兇透しからも評価が許される。すなわち：綜合マクロ経済的慣行行為の反映としてその危機が凝視
せられるときに提示せられる危機である。上記のその凝視展望はJos6　Vi醒s教授によって提出せ
られた報借論文が実施しているものであるが，この報告論文は対外的赤字についての憂慮の種とし
て生産と生産性の危機を明示している。この危機は投資率と及び節約（貯蓄）率の二重の比率の落
込ちに反映せられ，かつ，対外赤字がそれら比率に遵がうのである。公共部門の測による節約（貯
蓄〉の能力は危機の数年間の経過中に次第に劇減せられ，私的民閥側の節約（貯蓄）の増大によっ
ても償なわれることなくこのことは獺対的比率で停滞していることを意昧している。他方，生産諸
要素たる労働とエネルギーの棚対的備格の値上り気配は，内外の出来事の結果として生産の展開発
展を深亥目に困難化し，かつ，収益性の落込む原囚となり，投資過程を短期にも重大な危機的結果を
伴って弱体化せしめて来た。公共的節約（貯蓄〉を増大させ，同時に投資をその収益性を高めなが
ら投資に活気を取戻させるような建直し再調整のみがひとり一必然的にそれだけ生産諸要素に関す
る甑格の上に働らくことを要請しているのであるが，一イスパニア経済が悩む対内的及び対外的な
璽大危機の諸問題に嘉面させて行く力をもつものである。
　第5，対内的圏内均衡を確保しかつ対外的均衡に稗益するための必要な諸調整は輸出可能な供給
の改変修正を伴わなければならないが，これこそが選揮代替的性格の工業政策を恰好なものたらし
め得るのであり，その機会と可能性をFa項ul教授とFemando　Naraval｝によって提出された報告
論文が防衛している。上記のその工業致策の諸照的は一蘭放経済の条件付け諸要因に従いながら一
古い衰退した生産諸部門の再編建直しを有利ならしめ，かつ，発達した技術の諸部門に嚴密な選澤
を刺戟促進することに違いないのである。
　第6，輸出の競争力は圏内起源の二つの要因によって脆弱化しており，∫uergen　DQnges教授の
介入参繍報告に睨示せられている。すなわち：a）〔中小企業の非能率な生産的かつ組織的な構造と，
二1二業企業の低楽観的規模と，及び侮り難い剛直性を以って臨んでいる若干の労働市場と金融市場に
起因する）生産性の不充分な増大，及びb）先の第4の断定結論に指摘せられた諸原由の結果であ
る投資の落込み。
　他方，輸幽の競争力の上には対内的国内交易政策もまた否定的に働らく。交易自由の制限と過度
91
（1983年9月5－9総第7側函際経済学協会マドリッ｝3世界会議参加レボート）
の関税保護はイスパニアの輸出の機会を削減せしめる。円車討議分科会（第5分科会）に提出せら
れた二つの論文一Juergea　Donges教授の論文とAntonio　Torresの論文一はイスパニアの関税保護
の50％がわが圏からの輸出への課税に姿を変えて転嫁を生じていることを認める点で符合してい
る。
　第7，剃約せられた工業部門の上に基礎を置く交易自由化についての恐れられる結果は，イスパ
ニアのCEE（ヨーロッパ共岡体）への統合，若しくはあらゆる対外貿易霞由化政策にしろそれか
ら従って出て来る際には工業網互部門間交易の存在に軽視できない犠牲的な園答を持ち，新規国際
貿易上のいっさいの自由化的決定を計算に入れて考慮しなければならない。上記のその問題の機会
を評価してAlfonso　Raln6n　Carbajo　lこよって提出せられた報告論文にイスパニアの工業部門姻互
間交易に関する内容が盛られている。上記それらの結論に従えば，イスパニアにおける手工的製造
工業の工業部門相互聞生産物交易全体の50％の部門の餌額に位置を占めて軽視できない増撫を晃せ
ている。
　第8，～連の系列級数的な続行があったときは輸出の月々の動勢に関する妥当な計量計測は一方
でその移動的放浪性向が起きると一これは系列連続級数の不安定性を修正することのないものであ
るが一また他方ではそれら系列連続級数に作用する不規則要因も付与せられて軽視できない諸問題
を惹起する。上記のこの情勢を取扱ってAgustin　Maraval｝は円卓討議（第5分科会の司会並びに
報告者席）に上記これら諸悶題からの脱却克服を可能にする計灘モデルを提出しているが，このモ
デルではイスパニアの輸出についての月次連続統計のための効果的な適駕がなされている。
　第9，Espi教授によって分析せられた外圏人投質は1970－82難の期間で推定して鑑味約10億ペ
セタにのぼっているが，これはイスパニアの経済で重要な役翻を果したものの，当座勲定による対
外支彿収支尻で赤字についての補償因子と岡等の割合で次第に重要性を喪失した。上記のその投資
が産み出す利益は，経済に導入され得る技術革新的原動力と性能から出発して完金な調査検討がな
されなければならない。上記のそのような効果はJMV五ae難e教授によって評緬瀾定せられたが，
対内向け圏内投資を補い，雇用の機会を増大し，労働と資本の生産性を引き上げる範囲での直接投
資の場合には特に重要性を見せる。然しながら，外国人の直接投資は，実施せられた諸測定評極に
よれば，長期（7庫間）に亙って対外支梯奴支尻に逆の不利な形態で作曙し得る。然し，上記期間
が過ぎると利益の移転（送金）は投資の年間流通量を超過することがあり得る。
　第10，イスパニアの対外債務は囲下288億ドルにのぼり，わが圏PIB（工業粗生産）の16％で
かつ，債務のサービス役務は財と役務サービスについてのわが囲輸出の19．8％に達している。上記
のこの負債の水準とこれら諸指数はヨーロッパの他の工業化諸国のそれらに較べて割合に葱まれた
ものになっている。Guillermo　de　la　Dehesaによって提出せられた報告論文によれば対外債務の見
透しは次の4年間には対外留保の赤字が在る無しに依存するが302億と316億ドルの閤に躍かれてい
る。上認のこれら見透し額は次のような，かつまた論議のやかましい仮定に基いている。すなわち
：上託期閲における実質賃金の増舶がなく，OCDE（OECD）諸国の輸出は実質条件で平均3．5％
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増大し，ドルの年平均網場は15％（対米ドル比15％）になるであろう。上記のそのような見透しか
ら結果する負債総額は将来における換金流通若しくは決済の問題を提起するわけではない。但し，
別のエネルギー危機を生ずるか若しくは経済政策及びイスパニアの社会が先に指摘した嚴しい基本
的前提条件を賦課しかつ完遂する能力を有しないものになるならばこの限りではない。
　第11，Jos6　Dolado及びJulio　Duranの諸教授によって提出せられた逓貨政策及び爲替相場に関
する諸研究は，短期には米顯の実質及び名醸利子率の水準が，及びインフレの較差水準が他の諸国
に対する，かつ，特にドルに対するわが圏通貨獺場の上に重大な圧力を及ぼすであろうと指摘顕示
している。
　第12，円車会議（第5分科会）の満場一致の意兇は，価格と格対的な需要の変化によって賦課せ
られた新規の国際的諸条件への余儀ないイスパニア経済の調整は通貨政策の上にだけもっぱら支持
されることは許されないと云うものであった。流動化措置能力についての増大成長を抑制しようと
した穏健緩和策に集中する通貨政策はインフレを包含しかつ経済政策の安定的平準性を固定するこ
とを許すけれども，要素因子と生産物についての市場における深奥の変化に実質効果を及ぼすこと
はできないし，赤字を変化させることも公共貯蓄の不安定な落込みを更生させることも不可能であ
る。イスパニアにおける経済危機への効果的國答を与えるために要請せられた上記それらいっさい
の諸活動は，及びその必然性に関しては一背離衝突いっさいなしに一致して一経済学者世界会議第
5分科会に提繊せられた諸論孜では意兇一致して符合しているのである。〔以下省略〕
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